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や Baytexに対しては枕抗性が認 め られ な いが,

malathion に対しては全般的に強い机抗性がみられ

ち.なお.Sumithionに対しても机抗性が発道する仰

向がうかがえるので.那粥的な難剤tFt-/けが必頚である

ことが明らかになった.

また.葬丑山l剤のtFt布と拡抗性の発遇との関係である

が.柑 Y･:叩公切を例にとれば次のごとくである.

itJJ7Y･:相関肺前のイエバエと会期終了後の昭和51年7

J]6口に,前回と同じ場所で採袋したイエバエの薬剤

感受牡を比校し,開催前より顕著に感受性の低下して

いることが明白になった.

Sumithionでは開催前の LD的伯が 0.725/′gであ

ったのが 53･5fLg,malathionの 6145/Lgが 36･2FEg.

DDVPの 0･199jLgが 0.69IJg と伯が大きくなり,

感受性の低下が明らかに認められた.ことに,Sumト

thionでは拭抗性の発適は靭帯であった.このことは

殺虫剤の散布と密はな関係にあることが明櫛であった.

このことからも殺虫剤散布の計両性が強く守は れる.
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Summ8ry

Thesusceptibilityofhousefliescollectedfrom

severaldistrictsofOkinawaPrefectureagainst

thefollowinginsecticides:Pyrethrins,Sumithion

(0,0-dimethyl0-(3-methyl-4-nitrophenyl)phos･

phorothioate),malathion(0,0-dimethylS-(1,2-

dicarbethoxyethyl)pbosphorodithioate),Baytex

(0,0-dimethyl0-⊂(4-methylmercapt0-3lmethyl)

phenyl〕phosphorothioatc),DDVP(0,0-dimethyl

0-(2,2-がchlorovinyl)phosphate),㍗-BHC,Prothi

ophos(0-ethy1-g-n-propy10-2,4-dichlorophenyl

phosphorodithioate)and.CiaIos (0,0-dimethyl

0-(41CyanOphenyl)phosphorothioate).

LD50ValuesaregiveninTable1.Itisnoticeable

thatLD50 Valucsoftheinsecticidesincreased

afterthelntcrnationa1OceanExpositionheldin

Okinawain1975. 1tseemslikelythattheresist-

anceofthehousefliesto the insecticideshas

developedduringtheExpositionduetofrequent

applicationoftheinsecticides.

抄

前肋膜摘出ワモンゴキブリによる1-C-コレステJ3-

ルからHC-エクジソンとHC-エクジステロンの合成

Synthesisofecdysone-HCandecdysterone-HCin

cockroaches (Pen'pJanetaamerfcana) without

moulting glands. M.GETtSCllandH.EIEHSCfl:

Ex♪en'enEfa,33.463(1977).

前胸腺の茄変さは,脱出と成長過和の調節にあるこ

とは,一般によく認渦されている.ワモンゴキプ1)の

幼虫を脱皮2-3日後に前的脱を杭出し.その後40口

通常条件で飼育したがその関に脱皮はしなかった.こ

のようなワモンゴキプ.)2097iに 0.1/LCiの 1-C-コレ

ステロールを注射し,24時間後にクロロホルム/メタ

ノール2:1で虫体を磨砕した.クロロホルム/メタノー

録

ル混液を潤去後.残続を65,00/メタノールで油日ル て,

その後遠心分離.?!]屑クロマトグラフィーで細り返し

桁嬰注した.相同クロマトグラフは,ラジオクロマトス

キャンナーで州定した.前脚脱柄HI幼illの拙,ll物では,

エクジステロンと少IRのエクジソンがWE'認され,正常

な幼虫の抽出物は.エクジステロンが合成されたこと

をホしている.このようにして虫体内で合成きれたエ

クジステロンは析魁後,溶出してとりだしイエバエー

テストでホルモン活性のあることが示された.このよ

うに,前胸腺なしの虫体でエクジソンが合成きれるの

は,前胸腺以外の他の組織で合成されていることを示

しており,おそらく卵巣で合成きれるのであろう.さ

らに,合成部位の確認が必要である. (高橋正三)
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